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学生の活躍や、取り組みなどをご

存知でしたら広報室までお寄せく

ださい。 

 Monthly Reportで紹介する他、

報道機関にも旬な話題を提供して

参ります。 

 本誌へのご意見・ご質問等があ

りましたら広報室までご一報くだ

さい。         

仙台大学 広報室                       

直通  0224‐55‐1802       

Email kouhou@sendai-u.ac.jp 

Vol.149 / 2018 SEP. 

 SPORTS  FOR  ALL ～ スポーツは健康な人のためだけでなく、すべての人に ～ 

PUBLIC RELATIONS  

Vol.149 / 2018 SEP.  

・ハワイ大学アスレティックトレーナー 

 研修 アドバンスコース（通算２７回 

 目）を実施～学生たちによる初のハワ 

 イTV出演・東日本大震災への支援に感 

 謝を込めて～   
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・2年ぶり5回目となる「学生選書ツ 

 アー」を開催しました 

・楽天生命パーク宮城でのボランティア 

 体験 
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・仙台大学第三者評価委員会委員が大学 

 施設を視察及び学生代表者と面談を行 

 いました 

・仙台大学柔道塾：全国大会の壁 
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・日本一に輝く！ 

 第45回全日本大学選手権大会 

・東日本学生個人選手権・東日本新人選 

 手権大会 個人優勝 

・全日本大学対抗テニス王座決定試合東 

 北地区大会 

・天皇杯東北ブロックラウンド優勝 
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・柔道部：激闘の3位入賞～2018全日本 

 学生柔道体重別選手権大会～ 
・吉井准教授 日本コーチング学会  
 学会賞受賞 
・溝口絵里加講師：第38回三島賞を受賞 
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・宮城県教育委員会主催「平成30年度  

 小学校体育科・中学校・高等学校体 

 育科研修会」が開催されました 

・船岡中学校の生徒2名が職場体験 
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・中国瀋陽師範大学海外武道実習および 

 協定10周年記念式典 

・仙台市小学校体育大会 

 第64回陸上記録会補助 
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・「高校スポーツの安全を守る」Vol.6 9 

Monthly Report 

Monthly Report 

Olilo COMMUNITY MEDIAで収録を終えディレクターのkeoni Alvarez氏、 

フェイご夫妻とともにスタジオで撮影 

ハワイ大学アスレティックトレーナー研修 アドバンスコース

（通算２７回目）を実施 

～学生たちによる初のハワイTV出演・東日本大震災への支援に感謝を込めて

 9月3日～9月11日の日程で、ハワイ大学（以下UH）アスレティック

トレーナー研修（以下AT）アドバンスコースが実施され、朴澤泰治理

事長・学事顧問、高橋陽介講師、白坂広子助手、佐藤美保広報室長、

松浦里沙新助手が引率しました。2003年12月から始まった同研修は、

ビギナーコースを合わせると27回目となり、参加した３名の男子学生

たちは今回の目玉であるUH医学部での献体解剖やATルームでの実習、

スパインボーディングと装具・防具の取り外し方法、脳震盪の対処法

の講義他、フットボールや女子バレーボール観戦を通してアスレ

ティックトレーナーの働きぶりを見学するなど、多肢に渡るプログラ

ムを熱心に学びました。 

 研修中には本学を卒業した村上泰司さん（運動栄養学科在学中に同

学科の現役学生として初の（現在の呼称）「日本スポーツ協会公認ア

スレティックトレーナー検定」に合格、卒業後、NATA-ATC取得のため

現在UH大学院に在学中）が帯同し、あらゆる場面で親身なアドバイス

を惜しまず、学生たちのお手本として多いにご協力いただきました。 

今回AT研修初の大きな試みは、80歳を超えながらハワイにおける健康

体操指導の第一人者であるFaye Murata氏の「Faye’s元気体操」とい

うテレビ番組へ松浦新助手と学生3名が出演し、高齢者むけの体操を

披露したことです。Faye Murata氏は、UH教育学部学部長である

Nathan Murata氏のご母堂であり、過去には本学を訪れ誰もが気軽に

できる体操を披露して下さるなど、家族ぐるみでの交流を重ねてきま

した。また、ご自身の著書「アロハ！満州、広島、ハワイをふるさと

に持つ私」では、本学が東日本大震災により犠牲となった３名の学生

と、これまで大学在学中に不慮の事故などにより亡くなった学生を悼

むために建立した慰霊碑に触れ、いつか自分も仙台大学を再び訪れ、

〈 目  次 〉 
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黙とうをささげたいと綴っています。Faye Murata氏より、子息であ

るNathan Murata氏が永年仙台大学にお世話になっていることと、昨

年、本学が開学50周年を迎えたお祝いとして是非本学をPRする場を

提供したいというお申し出があり、事前に松浦新助手が指導を重

ね、松浦新助手と3名の学生たちのテレビ出演が実現しました。  

25分という長いプログラムを２本収録した際、4名全員は7年前、東

日本大震災の時にハワイから寄せられたあたたかい支援に感謝を込

め、少しでも現地の高齢者の方々が健やかな毎日を過ごすことができ

るよう願いながら、ハワイでも馴染みの「夕焼け小焼け」といった音楽にあわせ、楽しく簡単に実施できる体

操を紹介しました。 

 研修に参加したリーダーの前田鉄（体育学科3年生）は、「献体解剖やスパインボードなどとても貴重な学

習で、もっと英語がわかったら得られる知識も多かったと後悔もあったため、今からしっかり英語を勉強して

いきたいと思いました。」石川慧一（体育学科3年生）は、「ハワイAT研修は2度目の参加でより専門的な知識

を身に付けることができ、献体解剖や健康体操のテレビ出演など貴重な体験ばかり。全てが大変有意義な短期

留学でした。」齋藤翔太（体育学科3年生）は「日本で経験できない献体解剖は、トレーナーとして活動して

いく中で必ず役に立つ解剖学の知識を深めることに繋がりました。この学びを忘れず、高い向上心でトレー

ナーを目指します。」と研修の感想・今後の固い決意を述べました。 

10月5日（金）、Faye Murata氏からハワイのTV局であるOlelo COMMUNITY MEDIAで、10月4日（木）8:00Am～

8:25Amに無事最初のプログラムの第一回目が放送され、日本の若者たちの爽やかなパフォーマンスが大好評

だったと連絡がありました。同プログラムはこれから毎週木曜日の同番組で放映され、2回目の収録は11月の

毎週木曜日に放送されるそうです。 

 Faye Murata氏は「学生たちが紹介してくれた左右の指を別々に動かし、脳を刺激する日本の体操は、脳ト

レーニングとして自分でもやり始めました。仙台大学の学生が、次の機会に番組に出演してくれることを今か

ら楽しみにしています」とおっしゃっています。 

 また今回の重要事項として、仙台大学が本年度スポーツ庁の「大学スポーツ振興の推進事業」の対象に東北

で初めて選ばれたことを受け、日本版NCAA（仮称）についてより深く学ぶため、参考となる本場NCAA(全米大

学スポーツ協会)の実情をお聞きするという趣旨で、朴澤泰治理事長・学事顧問は滞在中、UHのアスレティッ

ク部門トップであるDavid A.K. Matlin氏と面談し、同氏の幅広い知識と経験に裏打ちされた大変興味深い

情報の数々を収集されました。本学に正式にスポーツ局が設置され、本格的な活動が期待されるなか、Matlin

氏から今後も惜しみない協力を確約いただいたことで、なお一層充実した展開が心待ちされます。 

 本研修はUHをはじめ現地の方々に大変ご支援いただきました。このような機会を与えてくださいました朴澤

理事長・学事顧問をはじめ関係者のみなさまに深くお礼申し上げます。 

<報告：松浦里沙新助手＞ 

アスレティック部門トップのMatlin氏 

修了式後にNathan Murata教育学部長をはじめとするUH関

係者と撮影 

Faye Murata氏の著者と仙台大学慰霊碑の紹介 
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2年ぶり5回目となる「学生選書ツアー」を開催しました  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9月2日（日）に図書館では2年ぶり5回目となる「学生選書ツアー」を開催しました。 

学生選書ツアーとは、学生が直接書店に出向き、図書館に備えて欲しい本を実際に手にとって選ぶというイベ

ントで、今回は5名が集まりました。 

当日は、13時に丸善アエル店に集合し、書店の担当者から簡単な説明を受けた後、選書開始の合図とともに

それぞれ店内に繰り出していきました。基本的には、一人一人個別に選んでいましたが、時折、同じ本棚で鉢

合わせた参加者同士で話し合いながら選んでいる姿も目にしました。選び方も様々で、店内の検索機を利用し

たり、店員に場所を訪ねたりしながら本を探す人や、特定の分野の棚からあまり動かないで集中的に選ぶ参加

者、反対に書店内を積極的に動き回り様々な分野を物色する参加者がいたりと、「本を選ぶ」という一つの行

為でも個性が垣間見られました。選書された書籍を確認すると、すでに図書館で所蔵しているものも数冊あ

り、それを告げると代替の書籍を探しに行くことになるのですが、またも所蔵済み。何度も取り換えに行く、

そんな一コマもありました。 

1時間30分かけて選んだ本は合計30冊。この日はこれで終了ですが、参加者には後日、自分で選んだ本につい

てコメントなどを書いた利用促進のPOPを作成していただきました。どれも渾身の力作揃いです。 

これらの図書とPOPは、図書館1階の階段付近に特別コーナーを設けて展示していますので、ぜひ手にとって

みてください。全て学生視点で選んでいますので、いつもの図書館の蔵書とは違った雰囲気の本が楽しめるの

ではないでしょうか。 

このイベントは来年も継続予定ですので、関心のある学生へのお声がけを宜しくお願い致します。 

＜報告：図書館事務室＞ 
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楽天生命パーク宮城でのボランティア体験 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9月8日(土)・9日（日）に楽天生命パーク宮城で開催された東北楽天ゴールデンイーグルス対北海道日本ハム

ファイターズの試合で、本学の学生がボランティアとして活動しました。 

ボランティアの内容としては、ゴミ分別の環境活動をサポートするエコボランティアで、幅広い年代の方々と一

緒に活動を行いました。参加した学生は普段、楽天生命パーク宮城には、試合観戦目的で訪れていましたが、今

回のボランティア体験を通じて、球団運営に直接参加したことにより充実感が得られたことはもちろん、多くの

ボランティアの方々が試合を支えていることを身を以て感じることができました。加えて、スポーツを支える楽

しさや世代を超えた交流を通じて様々な学びを得たようです。 

両日とも小雨が降る中でのボランティア体験でしたが、試合は白熱した好ゲームであった為、球場内は熱気に包

まれていました。 

 今回、ボランティア体験を受け入れて頂きました、楽天野球団東北楽天イーグルスの関係者の皆様と、ボラン

ティアの指導をして下さった現場の皆様にこの場をお借りして深く感謝申し上げます。 

＜報告：福田伸雄講師＞ 

  イベントに参加した学生5名            図書館1階の階段付近に設置された特別コーナー 

ゴミ分別の環境活動をサポートするエコボランティアに参加した学生達の様子                    
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仙台大学第三者評価委員会委員が大学施設を視察・学生代表者と面談を行いました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 学外の第三者に「教育の質の保証」の観点から、これまで仙台大学が行ってきた教育内容等について評価をし、今

後の改善点等を提言していただくために設置された「仙台大学第三者評価委員会」の委員4名が、9月27日に大学施設

の視察及び学生代表者と面談を行いました。 

 始めに、高圧高酸素環境を作り出す高圧高酸素室、真夏から真冬まであらゆる環境を想定したデータ収集が可能な

人間環境測定制御室（人工気象室）、認定ストレングス＆コンディショニングスペシャリストなどが常に管理・指導

に当たっているトレーニングセンター、アスレティックトレーナーの有資格指導者が学生をアスレティックトレー

ナーに養成するため、講義・実習、研究の場として利用しているATルームなど、体育大学ならではの施設や、ラーニ

ングコモンズ、保育実習室、図書館など学生の良好な学習環境確保のための施設などを熱心に視察されました。 

 また、各施設では担当教職員から施設の特徴などについて説明がなされ、各委員からは「仙台大学を知る良い機会

となった」、「体育大学としての施設、設備の充実度が確認できた」などのお話がありました。 

 引き続き、各委員と学生代表との面談が行われ、各学生から自己紹介があったあと、委員から学生に対して「入学

前の仙台大学の印象と入学後の仙台大学生活ではギャップはありましたか」、「仙台大学らしさとは、どのようなと

ころですか」、「将来不安に思っていることはありますか」、「授業はシラバス通り進んでいますか」などの質問が

あり、始めは緊張気味の学生も、面談後半には積極的に自分の考えを発言していました。 

 委員と学生との面談は、終始穏やかなムードで進み、久道茂委員長から参加学生に対し、出席いただいた学生の皆

さんの大学生活が充実したものとなるよう、また、それぞれの「目標」「志」がかなうよう、激励の言葉をいただ

き、終了となりました。 

 第三者評価委員会では、10月24日に第二回第三者評価委員会を開催し、その後、教育の実施内容に関する改善点等

を取りまとめることとしています。 

＜報告：法人事務局 安倍寿広常務理事＞  

 

学生面談が行われる前の緊張した学生達 

仙台大学柔道塾：全国大会の壁 
  

 この夏、仙台大学柔道塾の子供たちが全国大会に出場し、精いっぱい戦ってきま

した。 全国中学校大会（7/17～20 広島）に出場したのは、男子66㎏級の後坊蒼斗

選手（六郷中）と、女子70㎏超級の佐藤歩瑠選手（金ケ瀬中）の二人。 入賞を目

指して出場した二人でしたが、後坊選手は初戦となった2回戦で以前痛めていた肩

を脱臼し、悔しい一本負け。佐藤選手は初戦、富山県代表には合わせ技による一本

勝ち。2回戦の北海道代表には惜しくも技ありによる優勢負けで、3回戦進出はなり

ませんでした。両者ともに、目標達成はなりませんでしたが、後坊選手は、高校で

活躍するために、また佐藤選手は来年に向けてのいい経験となったと思います。 

続く１週間後に行われた全国小学生学年別柔道大会（7/26山口）には、5年生男子

45kg級の熊田愛留選手（不二が丘小）が出場しました。いい動きで初戦を得意技

の内またによる一本勝ちで上がりましたが、2回戦は奈良県代表に自分の柔道をさ

せてもらえず指導2で優勢負けの敗退となりました。熊田選手もまた来年がありま

す。全国の壁を経験した分、これからも一生懸命練習に打ち込み、まだまだ恐れ

ずに挑戦を続けていってほしいと思います。 また、全国大会に進めなかった中学

生たちを対象に南條充寿塾長による特別講習会の時間を設け、「特訓」を開始し

ました。 

 この子たちが来年、さらに代表の座を奪うべく活躍してくれることを祈り、柔

道塾はこれからも「厳しい」活動を継続してまいります。 

＜報告：仙台大学柔道塾＞  

 

 

男子66㎏級の後坊蒼斗選手（六郷中） 

男子45kg級の熊田愛留選手（不二が丘小） 
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東日本学生個人選手権・東日本新人選手権大会 個人優勝 
 

 9月7日～9日に神奈川県藤沢市で平成30年度第42回東日本学生ウエイトリ

フティング個人選手権大会ならびに第15回東日本学生ウエイトリフティン

グ新人選手権大会が開催されました。 

 女子は、個人53㎏級 渡部詩乃（体育4年）、新人75㎏級 遠藤朱李（体育

1年）がスナッチ、トータルにおいて優勝しました。 

遠藤は、クリーン＆ジャーク種目で大会新記録に挑戦しましたが、惜しく

も失敗し、記録更新には至りませんでしたが今後の全日本新人選手権・全

日本大学対抗での優勝が見えてきました。 

 男子は、個人77㎏級 大谷祐希（スポ情）が8位、個人105㎏級 保科魁

斗（体育3年）が6位に入賞しました。新人62㎏級 戸嶋響愛(体育1年)

は、スナッチで失格になったものの、クリーン＆ジャーク種目で3位に入賞しました。 

＜報告：ウエイトリフティング部＞ 
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全日本大学対抗テニス王座決定試合東北地区大会 
 

 硬式テニス部（女子）創部初の2連覇となり、10月10日から開催される

「全日本大学対抗テニス王座決定試合」（愛媛県総合運動場）に東北代表と

して出場することになりました。 

 

〇1部リーグ＜開催場所：宮城野原公園総合運動場＞ 

9月11日（火）  対 弘前大学 5－0 勝利 

9月12日（水）  対 山形大学 5－0 勝利 

全勝をもって、仙台大学の優勝が決定しました。 

＜報告：硬式テニス部＞  

日本一に輝く！ 第45回全日本大学選手権大会 
 
 第45回全日本大学選手権が9月6日〜9日に埼玉県で開催され、男子クォドル
プルで優勝、日本一の栄冠を勝ち取りました。 
 開催種目は13種目（男8種目、女5種目）。全国から強豪校が大学チャンピオ
ンの座を勝ち取るべく集結し、予選から大激戦が繰り広げられました。 
 本学からは12種目（男8種目、女4種目）が挑戦し、11種目で入賞。そのうち
8種目で決勝進出の大快挙。日本一の総合力を示しました。 
〇男子結果 エイト 4位、舵手なしフォア3位、舵手付きフォア3位、舵手なし
ペア3位、舵手付きペア4位、クォドルプル優勝（3回目）、ダブルスカル6位、
シングルスカル4位 
〇女子結果 舵手付きクォド3位、舵手なしペア7位、シングルスカル7位 
＜報告：漕艇部＞ 

個人53㎏級で優勝した渡部詩乃選手（体育4年） 

天皇杯東北ブロックラウンド優勝 
 

 天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会東北ブロックラウンドが9

月8日～9日に青森県マエダアリーナ（青い森アリーナ）で行われ、東北大学

リーグ1位チームとして出場した仙台大学男子バレーボール部が見事優勝

し、12月14日～16日に東京都武蔵野の森総合スポーツプラザで開催される

ファイナルラウンドへ出場することが決まりました。 

〇結果 

2回戦（1回戦シード） 仙台大学２（25-16、25-22）０福島 

準決勝        仙台大学２（25-23、25-19）０東北高校 

決勝         仙台大学２（25-16、25-21）０山形大学 

＜報告：男子バレーボール部＞ 

優勝した硬式テニス部女子メンバー 

優勝後の集合写真 

男子クォドルプルで優勝した学生 
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柔道部：激闘の3位入賞～2018全日本学生柔道体重別選手権大会～ 
 

 9月29日～30日の両日、日本武道館において柔道の全日本インカレ（個人

戦）が開催され、本学から男子4名、女子17名が出場しました。 

 女子においては過去に2度日本一に輝いているものの、ここ数年は東京五輪

に向け、どの大学も強化を進めており、入賞者を出すことさえ厳しい状況が

続いていました。今年も、どこに入っても厳しいと思われる組み合わせの

中、57㎏級の飯塚亜美選手（3年・現代武道学科）が昨年敗れた相手にリベン

ジするなどの熱い戦いを繰り広げ、トーナメントを勝ち上がり、3位入賞を果

たしました。準決勝戦では、現全日本強化選手である香川瑞希選手(東海大）

に敗れたものの、苦しい場面で我慢をし続けて3位入賞を果たしたことには大

きな意義があると感じました。 

また、そのほか今回は70㎏級の筒井志保選手(4年・体育学科）、63㎏級の高

橋仁美選手(3年・体育学科）、52㎏級の笹原優希選手（2年・現代武道学科）

の3名もベスト8に入賞しており、チーム上げての強化も実ってきておりま

す。 

来年こそ頂点に上り詰めるべく、さらなる強化に励む所存であります！ 

＜報告：柔道部＞  

 

 

  写真右 57㎏級の飯塚亜美選手 
    （3年・現代武道学科） 

吉井秀邦准教授：日本コーチング学会 学会賞受賞 
 
 8月26日～28日まで徳島大学にて開催された第69回日本体育学会の日本コーチング
学会総会にて、本学の吉井秀邦准教授が共同研究者として、『平成29年度 日本コー
チング学会 学会賞』を受賞しました。 
対象となった論文は，平成28（2016）年10月発刊のコーチング学研究第30巻1号に掲
載されている「サッカー選手のチーム戦術に対する認識の検討」です。 
 
〇概要 
効率的なコーチングを実践するために、選手のチームコーチングに対する認識を把
握することを目的とし、質問紙調査法を用いた。その結果チーム戦術に対する認識
は「能力依存」「熟達試行」など7因子構造であることがわかった。また、コーチン
グの示唆として、「低年齢ではチーム戦術は難しいと感じている」など、技術、戦
術行動の理解力などが影響していることが明らかになった。  
 
吉井秀邦准教授のコメント「今回、このような光栄な賞を受賞することができ、大
変嬉しく思います。今後もより一層努力を重ねて取り組んで参ります」と感想を述
べました。 

 

 

溝口絵里加講師：第38回三島賞を受賞  

 9月2日（日）に第28回体力・栄養・免疫学会大会が行われ、本学教員の溝口絵
里加講師が第38回三島賞（体力・栄養・免疫学会学術賞）を受賞しました。 
 体力・栄養・免疫学会は平成元年に設立した全国規模の学会で、学会設立の意
義は、「体力、栄養、免疫に関するすべての研究者が一堂に会し､その研究成果の
発表､知識の交換・普及､情報等の提供を行うことに斯界の発展に寄与することを
目的とする」ところにあります。 
 その中で今回発表した「親子体操実施が母親の育児ストレスと身体に及ぼす効
果－親子体操介入前後の比例検討－」が機関誌への投稿論文のうち優秀なもので
あると判断され三島賞（体力・栄養・免疫学会学術賞)の受賞となりました。 
 
○概要 
本研究は親子体操の運動が育児ストレスと身体的健康に及ぼす影響を検討した。
幼稚園に通う年中児をもつ母親に6ヶ月間の親子体操を実施し、介入前と介入後に
測定を行った。結果、親子体操に取り組むことで、育児ストレスとともに抑うつ
や肥満度の改善がもたらされる可能性が示唆され、その効果は、週に3.5日未満の
頻度でも十分に得られる可能性が示唆された。 
 
溝口絵里加講師のコメント「このような立派な賞を受賞することができて、大変
光栄です。今後もさらに精進して参ります」と感想を述べました。 
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宮城県教育委員会主催「平成30年度 小学校体育科・中学校・高等学校体育科研

修会」が開催されました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9月5日（水）と19日（水）の2日間にわたり、宮城県教育委員会主催「平成30年度 小学校体育科・中学校・高等

学校体育科研修会」が本学で実施されました。 

 この研修会は、体育科教育の今日的な課題について理解を深めるとともに、その解決へ向けた研修を通して指導

力の向上を図ることを目的として今年度はじめて開催されたものです。 

県内各地から約30名の先生が参加し、5日は本学教員が講師となり、実技（陸上・サッカー）を交えての授業づく

りや指導法・教材の工夫について研修が行われました。 

 19日には先生約30名と本学学生約20名が参加し、午前中はバスケットを題材とした指導案にもとづいた模擬授業

をし、午後からはその体験を生かし、ねらいの達成に向けた手立てを工夫するよう学生と教員が話し合って指導案

を作成しました。また、研修の最後には「学生と現場の教師が話し合うこれからの体育」として、学生が選んだ３

つのキーワードについて、参加された先生がたから現場で起きている課題や対応方法などについて丁寧に話をして

いただき、それを学生がとりまとめてグループ毎に発表をしました。 

 今回の研修を受講した学生からは、「実際に指導されている先生の考え方が聞けとても勉強になりました。」

「現場で起きている普段聞けないことを聞くことができてとても良い経験になりました。」などの意見があり、将

来に向けて大きな一歩となりました。 

＜報告：事業戦略室＞ 
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船岡中学校の生徒2名が職場体験  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私たちは9月11日（火）12日（水）の2日間、仙台大学で職場体験をしました。初日は総務室でナンバリングとい

う協定証書の整理や図書館事務室では図書の整理を行い、2日目の事業戦略室では国際交流館の清掃活動、広報室で

は大学内の取材を体験しました。 

 今回は広報室の職場体験で取材させていただいた第3体育館にあるトレーニングセンターを紹介します。 

トレーニングセンターには学生がケガをしない体を作ることや、パフォーマンス向上の為、どんなトレーニングを

したら良いか指導してくださる白坂牧人先生や小野雅洋先生がいます。S＆C（ストレングス＆コンディショニン

グ）という資格をアメリカで取得し、学生たちに毎日、指導を行っています。現在、指導している部活数は14クラ

ブで私たちが取材しているときには男子バスケットボール部がトレーニングをしていました。その時に使用してい

た「プレート」と「プラットフォーム」は表面がゴムでできており、ウエイトリフティングの競技でも使われ、安

全にできる器具だそうです。私たちは50kgのダンベルに挑戦してみましたが全く動かず、それを使ってトレーニン

グをする人もいると聞いてとても驚きました。 

 この2日間を通して初めての体験ばかりでしたが、どんな仕事も一生懸命行うことが大切なんだと気づきました。

学校生活でも生かしていきたいと思います。 

＜報告：船岡中学校2年 船迫こと美・菅生竜＞ 

   トレーニングセンターを取材する様子                    図書整理の様子 

          19日、県内の先生約30名が本学学生約20名が模擬授業や指導案作りを学んでいる様子 
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中国瀋陽師範大学海外武道実習および協定10周年記念式典 
 

 9月23日～30日に中国瀋陽師範大学にて海外武道実習を行いました。引率教員は井

上雅勝教授、馬佳濛准教授、参加学生が現代武道学科2年の奥田大喜さん、甲斐元揮

さんでした。例年どおり、本プログラムは中国武術をメインとして、中国語学習や

中国文化体験から成っています。2名の学生が中国武術の刀術および棒術を学び、武

術の演武も鑑賞できて、短い期間でしたが、本場での中国武術を体験することがで

きました。瀋陽師範大学の教員からは、2名の学生がとても真面目で各プログラムに

積極的に取り組み、中国武術技能の習得および中国語の上達はとても早いと好評価

を頂きました。参加者の奥田さんは、中国武術に興味を持つようになり、いろんな

中国文化に触れるとても有意義な1週間でした。また、2名の学生とも瀋陽師範大学

の方々がとても親切に接してくださり、機会があればまた留学に戻りたいと熱く語

りました。 

 仙台大学と瀋陽師範大学は2008年から協定を結び、今年で10周年を迎えました。10周年とい

う節目の年にあたり、仙台大学朴澤泰治理事長・学事顧問、青沼一民副学長、原田健次教授、

金賢植准教授が招待を受け、瀋陽師範大学にて学長表敬や学術交流会、陸上競技大会および記

念式典が盛大に開催された行事に出席しました。 

学長表敬では、朴澤理事長・学事顧問が今年赴任の赫徳永学長、韓国海副学長と会見し、両大

学の交流について語り合いました。赫学長は、仙台大学と10年間で交換留学生および教員、学

術交流など密に交流を行い、瀋陽師範大学の教育発展に尽力した朴澤理事長に感謝の意を表し

ました。朴澤理事長・学事顧問からは、今後はより両大学の交流を深めるように交流領域を拡

大していきたいと答礼がありました。 

 陸上競技場大会は2年一度大きいなイベントであり、我々がゲストとして出席し、朴澤理事

長・学事顧問および青沼副学長がスターターピストル、表彰式の贈呈者を務めました。また、

今回の実習生やOBの留学生が参加選手として、100mや100ｍ×4リレーで優勝し、所属した国際教育学院に貢献する

など良い成績を収めました。学術交流会では、幼児体育をテーマに原田教授および金准教授が講演され、両国の幼

児体育について活発な意見交換および今後の共同研究について合意に至りました。 

また、両大学の10周年記念式典では、10年間の振り返りのビデオが放映され、瀋陽師範大学側は中国武術、狮子踊

りパフォーマンスを披露、日本側が剣道および空手の演武を披露しました。 

 仙台大学と瀋陽師範大学との次の10年に向けて各分野での交流が、より一層発展していくことが期待されます。 

＜報告：馬佳濛准教授＞ 
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仙台市小学校体育大会 第64回陸上記録会補助 
 

 本年度も、仙台市教育委員会、仙台市小学校校長会、仙台市小学校教育研究会体育

部会主催による仙台市小学校体育大会が9月12日・13日・14日の3日間、仙台市陸上競

技場で開催されました。この仙台市小学校体育大会では122校、約8,000名の小学6年生

が3日間に分けて大会に参加し、100m走、80mハードル、走り高跳び、ソフトボール投

げなど7種目の競技を競い合いました。 

 本学からは1日目13名、2日目21名、3日目18名で合計52名の学生がボランティア役員

として参加し、会場準備、児童の整列・誘導、記録の測定、救護係りの補助などを担

当する中で、児童と触れ合う場面も多く見られました。 

 大会期間中はボランティア学生も積極的にコミュニケーションを図り、児童の為に

精力的にサポートを行い、救護係の学生も子どもたちの応急手当など真摯に取り組み

ました。 

 また、教員志望の学生は現場で働く担当の教員からの多くのアドバイスを受けなが

ら活動ができ、とても良い経験になったようです。  

＜報告：学生支援室 学校支援担当 大久保 成実 臨時職員＞ 

 

ボランティア活動中の様子 
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 夏休みは冬の大会へ向けて集中的にトレーニングに取り組める最後の期間です。合宿や遠征など、競技練習の

合間を縫ってトレーニングを積んできました。今回は夏休み期間中に実施したS&Cについて綴ります。 

（担当：浅野勝成助手） 

【体力テスト】 

 5つの部活動が夏休み中に体力テストを実施しました。テスト内容は体組成、垂直跳び、最大筋力です。最大筋

力はスクワットを用いて絶対筋力と相対筋力を算出します。絶対筋力は最大拳上重量（1RM）で表され、1回の試

技でどれだけの高重量を持ち上げられるかで決まります。相対筋力は1RMを拳上者の体重で除して％で算出される

値です。例えば、体重70kgのアスリートが140kgを拳上できれば相対筋力値は200％となります。加速・減速・跳

躍・方向転換などの自身の身体をコントロールする能力が高く要求される競技（特に球技系）では重要な因子で

す。 よく“アスリートは体重の2倍の重量を挙げるべき”と言われますが、こういった理由が背景にあるからで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            （図１．相対筋力値のイメージ） 

 

垂直跳びは瞬発力を測定するツールとして用います。静止状態からの垂直跳びは実際の競技場面では多く見ら

れないですが、垂直跳びと加速や方向転換の速さは高い相関性があると報告されています。時間や環境面の関係

上、加速や方向転換の測定が難しいため、垂直跳びのみで瞬発力を測ります。 

高い瞬発力は多くの競技で求められます。前回（Vol.3）の記事に書いたように、瞬発力の土台は筋力であり、

筋力向上によって垂直跳びなどの数値の向上が期待されます。今回の測定では男女それぞれの相対筋力と垂直跳

びは高い相関性が示されました（図1・2） 

 

 

 

（図１. 男子の相対筋力値と垂直跳びの関係性）    （図２．女子の相対筋力値と垂直跳の関係性） 

  

 トレーニング初心者である高校生が瞬発力を養成するには筋力向上が優先事項であり、筋力強化を目的とした

ウエイトトレーニングを取り入れるべき理由を裏付けるデータにもなります。今回の測定で得られた数値を基に

したトレーニングで更なる身体強化を図り、冬の大会で各部活動が成果を発揮できればと思います。 

次回は健康スポーツコースで行っているトレーナーの授業について（担当：白坂広子助手）  
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「高校スポーツの安全を守る」Vol.6 


